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令
和
２
年
７
月
15
日（
水
）、市
内
49
地
区
社
協

会
長
に
よ
る
情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
区
社
協
活
動
の
基
本
説
明
後
、
新

型
コ
ロ
ナ
関
連
「
新
し
い
生
活
様
式
に
伴
う
地
区

社
協
の
見
守
り
活
動
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、
７

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
で
は
、こ
の
状
況
下
で
も
で
き
る
見

守
り
活
動
の
形
や
、
集
ま
ら
な
く
て
も
人
と
の
つ

な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
方
法
な
ど
、
今
後
、
見
守

り
活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
の
工
夫
に
つ
い
て
熱
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
他
の
地
区
の
工
夫
が
共
有
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
今
後
の
活

動
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
」と
い
う
感
想
が
き
か
れ
、コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

地
域
福
祉
活
動
を
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
と
い
っ
た
熱
い
思
い
が
伝
わ
る
情
報

交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
話
題
と
な
っ
た
の
は
、「
お
う
ち
で
デ
イ
ホ
ー
ム
セ
ッ
ト（
下
記

参
照
）」の
配
付
で
す
。

　

安
否
確
認
を
兼
ね
た
福
祉
委
員

の
訪
問
活
動
と
し
て
も
取
り
組
み

や
す
い
と
話
題
に
な
り
、
今
で
は
各

地
区
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
し
ば
ら
く

続
き
そ
う
で
す
が
、各
地
区
で
感
染

防
止
の
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
人
と

人
、
人
と
地
域
が
つ
な
が
り
続
け
る

た
め
の
取
り
組
み
を
今
後
も
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

令
和
２
年
11
月
18
日（
水
）福
井
県
自
治
会
館
に
お
い

て
、市
社
協
と
の
共
催
で
福
祉
委
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

を
開
催
し
、95
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、オ
フ
ィ
ス
上
村
代
表
の
上
村
泰
子
氏
を
お
招

き
し
、怒
り
や
悲
し
み
等
の
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、「
怒
り
」は
人
間
に
と
っ
て
自
然
な
感
情
の一

つ
で
、理
想
と
現
実
の
ギ
ャッ
プ「
こ
う
あ
る『
べ
き
』」が
生

み
出
す
も
の
。

　

感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
実
践
と
し
て
は
、「
衝
動
６
秒
間
我

慢
し
て
、気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る
」「
不
要
な『
べ
き
』を

緩
め
て
自
分
の
許
容
範
囲
を
広
げ
る
」「
相
手
の
気
持
ち

を
理
解
し
て
歩
み
寄
る
、時
に
は
割
り
切
る
」な
ど
、怒
り

と
上
手
に
付
き
合
う
実
践
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

演
習
で
は
、実
際
に
福
祉
委
員
活
動
の
中
で
あ
っ
た
出
来

事
に
つい
て
、福
祉
委
員
と
し
て
の
心
の
向
き
合
い
方
、受
け

止
め
方
に
つい
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、演
習
で
は
、「
相
手
の
気
持
ち
の
受
け

取
り
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ

ろ
が
多
い
研
修
だ
っ
た
」「
怒
り
の
感

情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
が
わ

か
り
、今
後
の
活
動
に
生
か
せ
そ
う

だ
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
、怒
り
と
上
手
に
付
き

合
い
な
が
ら
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　政府の緊急事態宣言の発令、県独自の「福井県緊急事態宣
言」の発出により、地区社協活動の自粛で地域のつながりがも
ちにくい中、社会的孤立を防ごうと、春山地区社協では、令和２
年１２月３日（木）に今年３回目の配食サービスに合わせて、「お
うちでデイホームセット」の配付を行い、フレイル予防に努めま
した。
　今回、春山地区ではお弁当と一緒に健康情報の他、スクラッ
チアートやさくら児童館（春山地区）の子どもたちが制作した
マスク（ケース付き）とメッセージが入り、心のこもったスペシャ
ルなデイホームセットとなりました。
　高齢者からは、「お心づかいいただいて、本当にありがとうご
ざいます」との喜びの声が届きました。
　春山地区社協の近藤会長は、「コロナ禍だからこそ、すき焼き弁当で元気になってほしいし、
要介護状態をつくらないように、ちょっと豪華にしたんや !!」と笑顔で語ってくださいました。
　地域のみなさんの温かい気持ちが届いて、素敵な年越しになりそうですね。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、社
会
・
経

済
活
動
の
制
限
が
余
儀
な
く
さ
れ
、

令
和
２
年
２
月
28
日
か
ら
デ
イ
ホ
ー

ム
事
業
に
つ
い
て
も
開
催
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
中
、デ
イ
ホ
ー
ム
事
業

が
開
催
で
き
な
く
て
も
介
護
予
防
は

続
け
て
い
こ
う
と
、足
羽
地
区
で
は
デ

イ
ホ
ー
ム
専
任
職
員
と
地
区
社
協
が

話
し
合
い
、デ
イ
ホ
ー
ム
の
利
用
者
の

安
否
確
認
を
兼
ね
て
地
区
社
協
役
員

や
デ
イ
ホ
ー
ム
協
力
員
の
力
を
結
集

し
、利
用
者
全
員
に「
お
う
ち
で
デ
イ

ホ
ー
ム
セ
ッ
ト
」を
配
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

おうちでデイホームセットを配付してフレイル予防を啓発！！　おうちでデイホームセットを配付してフレイル予防を啓発！！　

お
う
ち
で

デ
イ
ホ
ー
ム
セ
ッ
ト

　
　
　

       

誕
生
秘
話

「
気
持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
法
を
知
る
」

（ひとり暮らし高齢者宅を
　訪問する近藤会長）

おうちでデイホームセットとはおうちでデイホームセットとは

　閉じこもりやフレイル予防を目的として、新型コロナの
影響で中止となったデイホームの代わりに自宅でも楽しめ
るように、小物づくりキットや脳トレ、デイホーム健康情報、
高齢者自身が体調の変化に気づくためのセルフケアチェッ
クシート等をセットにしたものです。

●デイホーム健康情報
●筋力アップ、フレイル予防
　体操のチラシ
●新型コロナ感染症について
　の説明と感染症対策チラシ
●デイホーム専任職員からの
　メッセージ

　　　　　の
おうちでデイホームセット
                           の一例

足羽地区

地区社協会長情報交換会地区社協会長情報交換会
福
祉
委
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
開
催
！

福
祉
委
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
開
催
！

～地域でのつながりを絶やさないために～

　●デイホーム健康情報
　●セルフケアチェックシート
　●まちがい探し
　●スクラッチアート（ペンで削ると美しい絵が浮かび上がります）
　●児童館の子どもたちの制作品（マスクとマスクケース、メッセージカード）

　　　　　のおうちでデイホームセット の一例

春　山

地区社
協

春山地区


